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プロジェクトの概要
• 通院歴のある花粉症患者に対して、医師から処方された医療用医薬品と同一有効成分のOTC医薬

品をお試しいただき、その認識や心境の変化について調査を実施した。

• 本取り組みでは、５つの健康保険組合から提供を受けた2023年度(2023年4月~2024年3
月)のレセプトデータの情報から取組み対象者を抽出し、健康保険組合の保健事業の一貫とし
て、対象者に対して、

まず、2025/1/27にDM（スイッチOTCを勧奨する内容の手紙）を送付、
続けて、2025/1/31から2/3にかけてスイッチOTC医薬品等（次頁ご参照）を送付した。

• 5つの健康保険組合の概要および対象者数は以下のとおり。

A健保:自動車関連 897名 B健保:自動車関連 413名

C健保:卸関連 285名 D健保:機械関連 335名

E健保:機械関連 221名

送付対象者合計2,151名

• 対象のOTC医薬品の送付数は以下のとおり

エスエス製薬 アレジオン20 477名（エピナスチン処方者）

大正製薬 クラリチンEX 607名（ロラタジン処方者）

久光製薬 アレグラFX 1,067名（フェキソフェナジン処方者）

• アンケート回答者数は548名（回収率25%）
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プロジェクトの位置づけ

興味関心別の階層分類 階層別スイッチOTC状況 今までの取り組み

既に市販薬を
購入・活用している層

市販薬に興味はあるが利用していない層
（「情報」をフックに興味を示す層）

現在、市販薬に興味はないが
健康や時短には興味がある層

（「実物」をフックに興味を示す層）

市販薬・健康ともに
興味がない層

健保の情報によって
市販薬を使う行動変容

DMによる情報だけでなく、
実物が手元に届くことにより
健康や時短への効果を
きっかけに市販薬を利用

個
別
勧
奨
通
知

実
物
送
付

「情報提供×実物体験×信頼チャネル」──行動変容を促す3要素を設計し、関心層のすそ野を広げる
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送付物

• 送付物は、①OTC医薬品（６または７日分） ②啓発資料 ③案内状 の3点
• 以下は、送付物②啓発資料（A3折込。裏表１枚）
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送付物

• 以下は、送付物③案内状（A４裏表１枚）
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回答者の属性

• 幅広い層から回答を聴取

6
1.1%

234
42.7%

308
56.2%

回答しない

女性

男性

性別 (回答数: 548)

247
45.1%

138
25.2%

163
29.7% アレグラFX

アレジオン20

クラリチンEX

スイッチOTCの種類 (回答数: 548)

年代 (回答数: 548)

2
0.4%

57
10.4%

135
24.6%

173
31.6%

138
25.2%

41
7.5%

2
0.4%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代
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スイッチOTC医薬品の認知率

Q今回お送りした市販薬について、以前からご存知でしたか?(回答数: 548)

• 手元に届いた市販薬の認知率は77%と高い

419
76.5%

80
14.6%

49
8.9%

花粉症（アレルギー性鼻炎）の薬であることを知っていた

知らなかった

名前は知っていたが、何の薬かは知らなかった

9© Whitehealthcare Inc.

花粉症患者においても23%は市販薬を認知/理解していない
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117
21.4%

124
22.6%

307
56.0%

過去１年間（2024年2月~2025年1月）の間に使用したことがある

過去に使用したことがあるが、直近１年以上使用していない

これまで使用したことはない

スイッチOTC医薬品の利用歴

Q今回お手元に届いた市販薬の過去の使用経験について、該当するものをご回答ください。(回答数: 548)

• （同一成分の医療用医薬品が処方されているに関わらず、）利用歴は44%
に留まり、過半（56%）が利用したことがない

10© Whitehealthcare Inc.

実物送付は新たな顧客獲得の契機となりうる
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医療用医薬品と同一有効成分であることの認知率

Q今回お手元に届いた市販薬は、以前あなたが病院または診療所から処方された医薬品と「同一有効成分」のお薬であることを
ご存じでしたか?（回答数548）

• 処方された医療用医薬品と同一有効成分であることの理解度は30%に留まる

スイッチOTC医薬品に対する理解促進が十分ではない実態

95
17.3%

164
29.9%

289
52.7%

過去にそのようなことを聞いたことがあるような気がするが、

覚えていなかった。

知っていた

知らなかった/初耳である

11© Whitehealthcare Inc.
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• 89%が送付された市販薬を利用すると回答。

実物送付の効果（実物の試用率）

57人
10.4%

45人
8.2%

383人
69.9%

63人
11.5%

既に使用した

現在使用中である

まだ使用していないが、今後使用予定である

使用しない予定

Q今回お送りした市販薬の使用（または使用予定）について、最も近いものをご回答ください。 （回答数548）

実物が手元に届くことによりセルフメディケーションが自分ごと化し行動変容に繋がる
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送付された市販薬を試用する理由は、

• 「同一有効成分であることを理解したから」が56%と過半を占める

• 次いで「健康保険組合の推奨だから」が42%

Q今回お送りした市販薬を使ってみようと思った理由について、あなたの考えに近いものをご回答ください。
(回答数: 485) 【複数回答】

送付された市販薬を試用する理由

信頼のある「健康保険組合から」「同一有効成分であるとの情報」を
届けることが行動変容の動機となる
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Q. （使用者への限定質問）使用した結果、症状の改善を感じましたか? (回答数: 102)

送付したOTCの症状改善効果

OTCを利用すれば多くの方が症状の改善効果を実感できる

• 送付したOTCを使用した結果、症状の改善を感じた方が73％

18
18%

56
55%

9
9%

19
18%

大きく改善した

やや改善した

改善を感じなかった

わからない
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244
62%

42
11%

107
27%

市販薬の購入は検討していなかった

わからない

市販薬の購入を予定していた（すでに購入した場合を含む）

Q. お手紙をお目通しいただいた時点（市販薬の送付を確認する前）
のあなたの考えに最も近いものをご回答ください。(回答数: 393)

実物送付の効果

実物送付により、DMだけではできなかった行動変容を実現

※DMを「事前に確認した」と回答した393名が対象

• DM送付のセルメ啓発効果は27%に留まるが、その後の実物送付により、DMだけでは
OTC購入を検討しなかった層の40%がOTCの購入を検討

113
40%

19
7%

44
15%

110
38%

今後は（今後とも）送付された市販薬を購入しようと考えている

今後は（今後とも）送付された市販薬以外の市販薬を購入しようと考えている

今後は（今後とも）市販薬は購入しないと思う

わからない

Q. 今回の市販薬の送付を受けて、あなたの考えに最も近いもの
をご回答ください。(回答数: 286)
※DM通知による啓発だけでは「市販薬の購入を検討していな
かった」「わからない」と回答した286名が対象
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Q今回の市販薬の送付を受けて、あなたの考えに最も近いものをご回答ください。(回答数: 286)

実物送付の効果（継続購入_年代別）

若い世代ほどOTCに対する受容度が大きい可能性がある

※手紙通知による啓発だけでは「市販薬の購入を検討していなかった」「わからない」と回答した286名が対象

• 継続購入意向は若いほうが高い傾向が見られた。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

今後は（今後とも）送付された市販薬を購入しようと考えている
今後は（今後とも）送付された市販薬以外の市販薬を購入しようと考えている
今後は（今後とも）市販薬は購入しないと思う
わからない
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Q今回、健康保険組合から市販薬が送付された目的（セルフメディケーション推進、医療費適正化など）に対するあなたの理解度
について、最も近いものをご回答ください。(回答数: 548)

• 98%が市販薬活用による本施策の目的について「理解ができた」と回答

実物送付の効果（セルフメディケーションにかかる理解の促進）

12
2.2%

258
47.1%

278
50.7%

あまり理解できなかった

ある程度理解できた

十分理解できた

実物送付はセルフメディケーションの理解・浸透に有効な施策
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実物送付の効果（医療機関受診への影響）

Q 今回の市販薬提供を受けて、今後の花粉症（アレルギー性鼻炎等）に関する医療機関の受診回数はどう変わる
と思いますか?最も近いものをご回答ください。(回答数: 548)

• 65%が医療機関の受診回数がなくなる/減ると回答

健保の期待する医療費適正化効果が見込める

79
14.4%

275
50.2%

94
17.2%

100
18.2%

通院することはなくなると思う

通院頻度は減ると思う

変わらない

わからない
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若い世代ほどOTCに対する受容度が大きい可能性がある

• 医療機関の受診頻度は若いほうが減少する傾向が見られた。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

通院することはなくなると思う

通院頻度は減ると思う

変わらない
わからない

実物送付の効果（医療機関受診への影響_年代別）

Q 今回の市販薬提供を受けて、今後の花粉症（アレルギー性鼻炎等）に関する医療機関の受診回数はどう変わる
と思いますか?最も近いものをご回答ください。(回答数: 548)
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• 市販薬の購入をためらう最大の理由は「価格が高い」から

市販薬の購入をためらう理由

※実物送付を受けて「今後は（今後とも）市販薬は購入しないと思う」と回答した44名を対象

Q市販薬（スイッチOTC）の購入をためらう場合、その理由は何ですか?（回答数:44）【複数回答】
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適切な相談先

Q.市販薬（スイッチOTC）の情報について誰による説明・解説および、誰との相談を希望しますか?（回答数:548） 【複数回答】

• スイッチOTCについて相談したい相手は、かかりつけ医師38%、

ドラッグストア薬剤師31%、薬局薬剤師26%

医師と薬剤師の活用がセルフメディケーション推進/スイッチOTCの鍵となりうる
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総括

１．送付した市販薬の認知率は77%と比較的高いが、

利用歴がある方は44%に留まる。

２．送付した市販薬について、”処方薬と同一有効成分”

であることの認知率は30%に留まる。

３．DMのみで行動変容を検討する人は27%、DMのみでは

行動変容しない人も実物送付で40%が行動変容を検討する。

４．実物送付により、65%の受診が減少/なくなる。

まとめ
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End of File


